
十
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

気
（
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の

実
在
と
能
力

　
　
　
　
　

講
師　

藤
森 

博
明 

氏

自
動
車
や
電
車
が
動
く
に
は
、
ガ
ソ

リ
ン
や
電
気
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
で
は
、
人
間
や
動
物

が
動
く
に
は
、
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
必
要
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
人
類
は
、
水
力
の
水
車
、

風
力
の
風
車
、
そ
し
て
石
炭
の
蒸
気
機

関
、
電
気
の
モ
ー
タ
ー
、
ガ
ソ
リ
ン
の

エ
ン
ジ
ン
な
ど
沢
山
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
す
る
手
段
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
生
命
体
を
動
か
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
わ

ば
無
生
物
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
法
で
し
た
。

生
物
と
無
生
物
の
最
大
の
違
い
は
、

自
分
の
意
思
で
動
き
出
す
か
否
か
に
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
物
は
自
発
的
に

成
長
し
、
子
孫
を
残
し
、
自
己
修
復
す

る
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

活
動
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
必
ず
存

在
し
ま
す
。
し
か
も
そ
れ
は
シ
ン
プ
ル

な
も
の
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
古
来

よ
り
「
気
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

気
は
、
複
雑
で
発
展
的
な
生
命
体
を

動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
呼
吸
や
食
物
か

ら
得
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
動
か
す
対

象
物
が
複
雑
な
ゆ
え
に
解
明
は
遅
れ
て

い
ま
す
。
今
、
分
か
る
の
は
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
実
在
と
能
力
の
一
端
。
私
は
、

幸
い
に
も
修
練
中
に
気
の
感
覚
を
捉
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
気

の
感
知
方
法
の
解
説
と
気
の
凄
ま
じ
い

パ
ワ
ー
の
一
部
を
ご
覧
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

※
長
年
気
の
修
行
を
し
て
、
パ
ワ
ー
を

発
す
る
能
力
者
の
実
演
や
道
場
で
の
ビ

デ
オ
も
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
も
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘
い
し
て
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
藤
森
博
明
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

「
合
気
」
と
い
う
秘
技
を
と
ら
え
る

た
め
に
身
体
の
緩
め
方
を
工
夫
し
て
い

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
腸
腰
筋
の
感
覚

を
つ
か
む
。
そ
れ
を
も
と
に
、「
ス
カ

イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
い
う
歩
き
方
を

開
発
。
そ
の
お
陰
で
腰
椎
や
丹
田
が
緩

み
、
念
願
の「
気
」
を
と
ら
え
る
。
以
来
、

気
の
巡
る
身
体
と
な
り
、
大
病
な
ど
は

全
く
の
無
縁
に
な
る
。

練
馬
区
平
和
台
に
あ
る
「
健
康
道
場

今
月
号
の
記
事

◎
十
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
ご
寄
付
の
お
願
い

◎
御
寄
付
御
礼

◎
十
二
月
本
部
例
会
予
告

◎
心
を
科
学
す
る
為
の
博
物
資
料
室

◎
第
17
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
一
月
本
部
例
会
予
告

◎
北
陸
サ
イ
科
学
会
十
一
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
一
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
二
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
例
会
予
告

◎
五
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
六
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
七
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
月
例
会
講
演
録
の
販
売

◎
願
い
を
叶
え
る
為
の
科
学
（
1
）

◎
ご
寄
付
の
お
願
い

日
本
サ
イ
科
学
会
は
主
と
し
て
会
員

の
皆
様
か
ら
の
会
費
で
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
が
、
皆
様
か
ら
の
御
寄
付
に

も
大
変
助
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
会
を
支
え
る
お
気
持

ち
と
し
て
、
金
額
は
任
意
で
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
一
頁
上
記
の
郵
便
振
替
口
座

に
、「
一
般
の
御
寄
付
」
と
し
て
お
振
り

込
み
戴
け
れ
ば
大
変
有
り
難
い
で
す
。
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ウ
ェ
ル
ネ
ス
気
の
家
」
に
て
気
を
利
用

し
た
健
康
法
、
衰
え
な
い
身
体
創
り
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
を
行
う
（
昭
和
26
年
生

ま
れ
。
品
川
区
出
身
。
都
立
八
潮
高
→

電
気
通
信
大
学 
物
理
工
学
科
卒
）。

著
書
は「
気
が
分
る
本
」、「
気
に
成
る

本
」（
コ
ス
モ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）他
。

日
時　

平
成
24
年
11
月
10
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

御
寄
付
御
礼

（
10
／
1
受
領
分
ま
で
）

金
三
十
万
円
也　
　

品
川　

次
郎　

様

金
六
万
円
也　
　
　

木
村　

陽
一　

様

金
三
万
円
也　
　
　

金
子　

輝
夫　

様

金
五
千
円
也　
　
　

屋
敷　

益
男　

様

金
二
千
円
也　
　
　

前
田　
　

豊　

様

十
二
月
本
部
例
会
予
告

忘
年
会
も
兼
ね
た
会
員
の
体
験

意
見
発
表
と
討
論
の
会

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
人
の
講

師
の
講
演
で
は
な
く
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
の
U
F
O
、
超
常
現
象
、
心
霊
現

象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
に
関
す
る
目

撃
・
体
験
や
意
見
の
発
表
、
そ
れ
ら
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
・
討
論
等
、

気
楽
な
感
じ
で
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
。今

回
最
初
に
ま
と
ま
っ
て
何
か
発
表

し
た
い
方
一
、二
名
に
20
分
位
ず
つ
で

口
火
を
切
っ
て
頂
い
て
、
引
き
続
い
て

出
席
者
の
皆
様
か
ら
自
由
に
発
表
し
て

頂
き
ま
す
。

皆
様
の
中
で
、
ご
自
分
で
撮
っ
た
不

思
議
な
写
真
、
V
H
S
テ
ー
プ
等
も
お

持
ち
で
し
た
ら
是
非
ご
持
参
し
て
く
だ

さ
い
（
V
H
S
テ
ー
プ
や
D
V
D
等
を

お
見
せ
し
た
い
方
は
、
装
置
予
約
の
た

め
早
め
に
事
務
局
に
お
知
ら
せ
願
い
ま

す
）。ス

プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
自
分
で
は
気
が
付

い
て
い
な
い
の
に
、
思
い
が
け
な
い
超

能
力
を
発
揮
す
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

※�

最
初
に
ま
と
め
て
発
表
し
た
い
方
は
、

事
務
局
に
メ
ー
ル
、
ま
た
は
F
A
X

願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
24
年
12
月
8
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
5
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「�

心
を
科
学
す
る
為
の
博
物
資

料
室
」
の
ご
紹
介

駒
ヶ
根
市
「
お
も
し
ろ
か
っ
ぱ
館
」
内

に
、「
心
を
科
学
す
る
為
の
博
物
資
料

室
」
が
2
0
1
2
年
7
月
1
日（
日
）
か

ら
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

http://w
w

w
.kom

agane-kappa.jp/

資
料
（
約
45
点
）
が
特
別
室
内
に
展

示
さ
れ
て
お
り
、
故
関
英
男
先
生
（
サ

イ
科
学
会
）
の
関
係
資
料
は
、
来
年
7

月
か
ら
展
示
す
る
予
定
。

な
お
1
年
間
の
試
行
展
示
で
、
効
果

が
あ
れ
ば
、
拡
大
し
て（
継
続
）展
示
す

る
予
定
で
す
。
資
料
室
付
属
の「
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
試
験
室
」
は
、
実
験
が
進
行
中
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
17
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
6
回　

ア
セ
ン
シ
ョ
ン
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

日
時　

平
成
24
年
12
月
21
日
（
金
）

　
　
　

午
後
6
時
～
9
時

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議

　
　

室
（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

0‌

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7
）

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」
行

で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

● ❷●



一
般
会
費　

五
〇
〇
円

会
員
会
費　

一
〇
〇
円

　
　
（�
日
本
サ
イ
科
学
会
・
サ
ト
ル
エ

ネ
ル
ギ
ー
学
会
・
太
陽
の
会
・

日
本
空
中
現
象
調
査
委
員
会
）

 

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

尚
、
毎
年
12
月
21
日
開
催
の〈
ア
セ
ン

シ
ョ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉
は
、
ま
さ
に

マ
ヤ
の
長
期
暦
終
了
の
今
回
を
も
っ
て

終
了
と
し
ま
す
!　

3
月
の
ヒ
ポ
ク
ラ

テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
7
月
の
U
F
O
・

オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
こ
れ
ま
で
通

り
、
開
催
し
ま
す
。
来
年
の
12
月
は

〈
異
能
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉（
仮
題
）

を
開
催
す
る
予
定
!

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

一
月
本
部
例
会
予
告

α
波
の
コ
ヒ
ー
レ
ン
シ
ー
に

つ
い
て

　
　
　
　
　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

外
界
か
ら
の
刺
激
に
よ
ら
ず
に
観
測

さ
れ
る
脳
波
は
定
在
脳
波
と
呼
ば
れ
、

周
波
数
帯
域
に
よ
り
δ
波
（1-3H

z

）、

θ
波
（4

-7H
z

）、
α
波
（8

-13H
z

）、

β
波（14-30H

z

）と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

α
波
は
後
頭
部
か
ら
閉
眼
時
に
強
く

観
測
さ
れ
、
目
を
開
け
た
り
考
え
ご
と

を
す
る
と
消
失
す
る
こ
と
か
ら
リ
ラ
ッ

ク
ス
の
脳
波
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

前
頭
部
か
ら
半
眼
状
態
の
座
禅
の
瞑
想

中
に
お
い
て
α
波
が
計
測
さ
れ
た
報
告

が
あ
り
、 

筆
者
は
自
律
訓
練
法
に
お
け

る
受
動
的
注
意
集
中
状
態
で
も
前
頭
部

か
ら
α
波
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
を
見
出

し
ま
し
た
。

特
に
左
右
前
額
部
か
ら
計
測
さ
れ
る

α
波
が
一
定
時
間
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
に

な
る
と
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
す
が
、

E
S
P
や
P
K
と
思
わ
れ
る
現
象
が
観

察
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
2
人
の
前
頭
部

の
脳
波
を
同
時
に
計
測
し
て
一
定
時
間

コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
な
状
態
が
続
く
と
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
や
ヒ
ー
リ
ン
グ
が
行
え
る
状

態
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
事
例
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

※
能
力
開
発
・
応
用
分
野
に
お
け
る
脳

波
測
定
の
第
一
人
者
で
あ
る
志
賀
一
雅

先
生
の
、
久
し
ぶ
り
の
御
講
演
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
志
賀
一
雅
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
7
年　

東
京
生
ま
れ

1�

9
6
1
年　

電
気
通
信
大
学
卒
業　

松
下
電
器
産
業
入
社
、
東
京
大
学
物

性
研
究
所
に
て
半
導
体
物
性
を
研
究

1�

9
6
5
年　

松
下
技
研
に
て
半
導
体

集
積
回
路
、
L
S
I
の
開
発

1�

9
7
6
年　

東
京
大
学
工
学
部
研
究

員
を
兼
務
し
ア
ル
フ
ァ
脳
波
の
研
究

1�

9
8
3
年　

株
式
会
社
脳
力
開
発
研

究
所
を
設
立　
東
海
大
学
講
師
を
兼
務

1�

9
9
4
年　

徳
島
大
学
工
学
部
講
師
、

日
本
理
科
学
検
定
協
会
理
事
長
、
日

本
数
学
検
定
協
会
理
事

現�

在　

脳
力
開
発
研
究
所
所
長
、
米
国

バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
学
会
会
員
、

電
気
通
信
大
学
大
学
院
人
間
情
報
学

研
究
科
研
究
員　

工
学
博
士

日
時　

平
成
25
年
1
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

11
月
定
例
会
の
ご
案
内

祈
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

講
師　

清
田
益
章
先
生
（
ス
プ
ー
ン
曲

　
　
　

げ
超
能
力
か
ら
“
お
の
リ
”
ヘ
）

講
師　

高
野
誠
鮮
先
生

（
日
蓮
宗 

妙
法
寺 

第
41
世
住
職
）

日
時　

平
成
24
年
11
月
4
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
：
45
～
4
：
30

　
　

（
午
後
1
：
15
受
付
）

会
場　

金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
3
階

　
　
　

大
会
議
室

（
石
川
県
金
沢
市
高
岡
町
15
・
1
）

会
費　

会
員　

2
0
0
0
円

　
　
　

一
般　

3
0
0
0
円

（
随
時
入
会
受
付
）

●
清
田
益
章
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

超
能
力
者
と
し
て
、
国
内
外
の
超
能
力

研
究
に
参
加
。
国
内
外
の
テ
レ
ビ
な
ど

各
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
を
数
多
く
受
け
る
。

現
在
、
法
具
（
九
鈷
杵
）
を
両
手
に
、

祈
り
と
踊
り
を
融
合
さ
せ
た
独
自
の
祈

り
方
“
お
の
り
”
を
奉
納
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

●
高
野
誠
鮮
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

羽
咋
市
役
所
員
で
「
ロ
ー
マ
法
王
に
米

●❸ ●



を
食
べ
さ
せ
た
男
」
の
ス
ー
パ
ー
公
務

員
と
し
て
注
目
を
集
め
る
。
今
回
は
、

ご
住
職
と
し
て
、
祈
り
、
祈
祷
と
効
能
・

効
果
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
御
参

加
下
さ
い
!

お
問
合
せ　

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

0
7
6
・
2
3
4
・
6
6
3
4

（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学
研
究
所
内
）

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
ご
連

絡
下
さ
い
。

　

念
願
叶
っ
て
よ
う
や
く
お
招
き
で
き

ま
し
た
。
大
変
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、

一
人
で
も
多
く
の
方
を
お
連
れ
下
さ
い
。

（
北
國
新
聞
社 

後
援
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

農
畜
水
産
物
の
革
新
へ
の
道

　
　
　
　
　

講
師　

白
根 

正
志 

氏

日
時　

平
成
24
年
11
月
17
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

２
０
１
２
年
忘
年
の
放
談
会

非
会
員
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

十
二
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

日
時　

平
成
24
年
12
月
8
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
5
時
30
分
よ
り

場
所　

山
海
倶
楽
部

     　

 

0‌

6
（
6
4
4
3
）
0
2
0
9

※
大
阪
市
西
区
京
町
堀
1
・
4
・
3

　

T
C
F
肥
後
橋
ビ
ル
B
1
階

※�

参
加
ご
希
望
の
方
に
は
会
場
案
内
図

を
F
A
X
等
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

参
加
費　

四
五
〇
〇
円

※
12
月
5
日
（
水
）
ま
で
に
、
事
務
局

　

木
村
ま
で
お
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

　

0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

出
口
王
仁
三
郎
の
大
復
活

　
　
　
　

講
師　

櫻
井 

喜
美
夫 

氏

日
時　

平
成
25
年
1
月
19
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

五
月
本
部
例
会
報
告

命
と
ソ
マ
チ
ッ
ト
と

　
　
　

般
若
心
経
の
探
検

　
　
　
　
　

講
師　

徳
永 

康
夫 

氏

命
と
ソ
マ
チ
ッ
ト
と
般
若
心
経
は
、

実
は
全
部
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。
去

年
の
年
末
に
、「
命
の
不
思
議
探
検
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
た
ま
出
版
か
ら
本

を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

中
身
も
同
じ
よ
う
に
、
命
と
い
う
も
の

を
追
求
し
な
が
ら
、
途
中
で
般
若
心
経

に
も
触
れ
、
ソ
マ
チ
ッ
ト
に
も
つ
な
が

っ
て
お
り
ま
す
。

つ
い
最
近「
ス
ラ
イ
ブ（T

H
RIV

E

）」

と
い
うD

V
D

を
知
り
合
い
か
ら
見
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」

に
も
載
っ
て
い
る
ん
だ
そ
う
で
す
ね
。

「
ス
ラ
イ
ブ
」
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ

カ
の
方
が
創
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

タ
ッ
チ
の
お
話
な
ん
で
す
が
、
そ
の
中

に
は
、
世
界
的
に
陰
謀
を
進
め
て
い
る
、

す
な
わ
ち
情
報
を
操
作
し
た
り
、
情
報

を
隠
し
た
り
、
嘘
の
情
報
を
流
し
た
り

し
て
い
る
あ
る
勢
力
が
あ
り
、
彼
等
が

世
界
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し

た
、
い
う
こ
と
を
実
名
で
本
人
が
顔
を

● ❹●



出
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
の
中
身
は
実
は
12
年
前
に
私
が
書

い
た
本
と
同
じ
方
向
性
な
の
で
す
が
、

そ
の
よ
う
な
闇
の
勢
力
と
ど
う
抵
抗
す

る
か
と
い
う
と
、
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ

ー
や
キ
ン
グ
牧
師
の
よ
う
な
、
喧
嘩
を

し
な
い
で
、
戦
わ
な
い
で
、
多
く
の
人
々

が
心
を
つ
な
げ
て
、
マ
イ
ン
ド
を
変
え
、

世
界
を
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
よ
う
な

テ
ー
マ
で
し
た
。

私
が
同
じ
よ
う
に
非
暴
力
で
ブ
レ
ー

ク
ス
ル
ー
す
る
方
法
と
し
て
考
え
た
の

は
、
お
金
の
な
い
村
を
造
っ
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
の
ど
こ
か
に

そ
う
い
う
無
通
貨
の
村
を
モ
デ
ル
で
造

っ
て
み
て
う
ま
く
い
け
ば
、
隣
の
村
も

う
ち
も
そ
う
し
よ
う
、
ま
た
隣
も
そ
う

し
よ
う
、・
・
・
と
い
う
感
じ
で
増
え
て

い
き
、“
一
〇
一
匹
目
の
猿
”
現
象
の
よ

う
に
拡
が
っ
て
い
き
、
お
金
を
使
わ
な

く
て
も
成
立
す
る
世
界
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
説
明
す
る
の
は
大
変
な
の
で
、

私
の
本
で
は
、
架
空
の
村
、
す
な
わ
ち

四
国
の
高
知
に
モ
デ
ル
の
無
通
貨
の
村

を
造
り
、
そ
の
こ
と
を
聞
い
た
あ
る
人

が
東
京
か
ら
そ
の
村
を
訪
ね
て
行
き
、

1
日
半
の
見
聞
録
の
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立

て
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
ス
ラ
イ
ブ
」
の
作
者
は
、
I
M
F

（
国
際
通
貨
基
金
）
や
F
R
B
（
連
邦
準

備
銀
行
）
を
大
き
な
人
々
の
和
で
解
体

し
て
い
こ
う
と
い
う
内
容
で
す
。
あ
の

当
時
自
分
は
実
名
で
出
版
し
よ
う
と
思

っ
た
の
で
す
が
、
出
版
社
が
「
い
や
ー
、

ち
ょ
っ
と
危
な
い
の
で
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

出
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

と
う
と
う
現
代
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、

自
分
の
国
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
世

界
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
批

判
を
、
ど
う
ど
う
と
実
名
で
顔
を
出
し

て
お
話
を
し
て
い
る
こ
と
は
す
ば
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
世

の
中
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
、
私
は

思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
知
だ
と
思
い
ま

す
が
、
情
報
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な

種
類
が
あ
り
ま
す
。
真
実
の
情
報
を

T
（truth

）、
間
違
い
を
W
（w

rong

）、

嘘
の
情
報
を
L
（lie

）、
あ
い
ま
い
な

情
報
を
V
（vague

）、
隠
さ
れ
た
情
報

を
H（hide

）と
し
ま
す
と‌

、
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
こ
う
い
っ
た
「
T‌

W‌

L‌

V‌

H
」

の
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
読
む
側
に
と
っ
て
、「
T
 W 

L
V
H
」
の
ど
の
情
報
な
の
か
を
判
定

す
る
の
が
、
難
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
判
定
法
と
し
て
、
私
は
複
数
の

人
々
、
あ
る
い
は
様
々
な
国
の
人
々
が

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
同
じ
内
容
が
書

か
れ
て
い
る
場
合
は
T
（truth

）
と
判

断
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
次
第

に
T（truth

）が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

集
ま
る
と
判
断
の
た
め
の
あ
る
一
つ
の

“
物
差
し
”
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
雑
誌
「
ム
ー
」
が
好
き
で
、
ほ

ぼ
創
刊
の
と
き
か
ら
読
ん
で
い
る
の
で

す
が
、
そ
の
掲
載
記
事
は
玉
石
混
交
で
、

私
は
ど
の
記
事
が
T
（truth

）
で
ど
の

記
事
が
そ
う
で
な
い
の
か
の
判
断
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
日
皆
様
に
お
配
り
し
た
私
の
著
書

「
命
の
不
思
議
探
検
」
は
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
も
う
1
枚
お

配
り
し
た
の
は
「
般
若
心
経
」
を
プ
リ

ン
ト
し
た
も
の
で
す
。

先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た「
T
W
L
V
H
」

の
観
点
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の

も
の
を
見
て
い
き
た
い
の
で
す
。
私
は

科
学
者
で
も
な
い
し
、
医
者
で
も
な
い

し
、
宗
教
家
で
も
な
い
し
、
僧
籍
も
な

い
し
、
超
能
力
者
で
も
な
い
し
、
霊
能

者
で
も
な
い
、
た
だ
の
“
お
じ
さ
ん
”

で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
々
の
文
献
を

読
ん
で
い
る
と
、「
T
W
L
V
H
」
が
分

か
っ
て
来
る
こ
と
が
あ
る
ん
だ
な
、
と

い
う
実
例
で
す
。

科
学
に
も
、
物
理
学
、
天
文
学
、
数

学
、
化
学
、
量
子
力
学
、
医
学
、
歴
史

学
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
分
野
が
あ
り
ま
す
。

我
々
の
常
識
と
い
う
の
は
、
科
学
は
信

頼
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
、
何
か
事
象

が
あ
る
と
、「
そ
れ
は
科
学
的
に
証
明

さ
れ
て
い
る
の
か
い
?
」
と
問
わ
れ
、
証

明
さ
れ
て
い
れ
ば
、
ど
う
ど
う
と
出
せ

る
し
、
証
明
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、「
そ

れ
は
非
科
学
的
だ
ね
、
そ
ん
な
も
の
は

迷
信
だ
よ
!

」
と
一
発
で
否
定
さ
れ
て

し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
天
文
学
を
勉
強
し
た
人
は

物
理
学
に
精
通
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
? 

あ
る
い
は
生
物
学
を
勉
強
し
た

人
は
量
子
力
学
を
知
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
? 

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●❺ ●



お
互
い
に
実
は
あ
ま
り
交
流
し
な
い
の

で
す
。
全
部
大
学
の
教
授
に
つ
な
が
っ

て
縦
系
列
で
す
か
ら
。
し
た
が
っ
て
情

報
の
交
換
は
な
い
で
す
し
、
他
分
野
の

勉
強
は
し
な
い
の
が
普
通
で
す
。
そ
れ

は
そ
れ
で
い
い
で
す
ね
。

た
だ
こ
こ
に
テ
ー
マ
と
し
て
面
白
い

も
の
を
挙
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
宇
宙
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
ま

す
が
、
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
「
宇
宙
の

果
て
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
?
」

と
い
う
疑
問
を
も
ち
、
沢
山
の
本
を
読

ん
で
き
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
知
っ
て
お

り
ま
す
。

「
宇
宙
」
を
勉
強
し
た
人
に
何
か
教

え
て
く
だ
さ
い
な
、
と
問
う
た
と
き
に
、

物
理
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
宇
宙
、

天
文
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
宇
宙
、

数
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
宇
宙
、
化

学
か
ら
、
量
子
力
学
か
ら
、
生
物
学
、

歴
史
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
宇
宙
な

ど
、
そ
の
各
々
の
計
り
の
中
で
宇
宙
と

い
う
も
の
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

宇
宙
自
体
は
す
べ
て
ト
ー
タ
ル
な
も
の

な
の
で
す
ね
。
宇
宙
は
統
一
し
て
い
る

の
で
、
そ
れ
に
対
し
て
答
え
が
出
せ
る

の
か
と
い
う
と
、
今
は
ま
だ
ま
だ
答
え

が
出
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

次
に
「
生
命
（
い
の
ち
）」
の
正
体
は

何
で
す
か
?
」
と
問
う
た
と
き
に
、
生

命
と
い
う
も
の
は
こ
う
こ
う
こ
う
だ
よ
、

と
い
う
ふ
う
に
明
快
に
述
べ
て
い
る
科

学
的
文
書
を
私
は
ま
だ
見
た
こ
と
が
な

い
の
で
す
ね
。
科
学
で
一
番
生
命
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
は
生
物
学
で
あ

り
、
最
新
の
生
物
学
で
あ
る
分
子
生
物

学
で
い
ろ
い
ろ
成
果
が
出
て
お
り
ま
す
。

理
学
博
士
の
川
田
薫
さ
ん
の
書
か
れ
た

生
命
の
正
体
に
関
す
る
本
も
読
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
私
は
こ
の
方
は

生
命
の
真
理
に
到
達
し
て
お
ら
れ
る
な
、

と
い
う
感
じ
は
し
て
お
り
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
科
学
で
ま
だ
生
命
の

本
質
は
分
か
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

生
命
の
こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
? 

も
し
科
学
で
人
間
の
生
命
が
分

か
っ
て
い
た
ら
、「
死
ん
だ
ら
ど
う
な

る
か
?
」
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。
皆
様
が
よ
く
ご
存
知

の
「
輪
廻
転
生
、
生
ま
れ
変
わ
り
」
も
、

元
々
生
命
が
分
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

「
輪
廻
転
生
」も
分
か
ら
な
い
は
ず
で
す
。

「
神
」
や
「
仏
」
は
科
学
で
分
か
っ
て

い
る
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
? 

「
ば

か
な
こ
と
を
言
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
。
そ

れ
は
宗
教
じ
ゃ
な
い
か
。」
と
な
り
ま
す

ね
。「
神
仏
」
が
宗
教
で
分
か
っ
て
い
る

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
な
ら
何
故
、

神
様
に
関
し
て
、
科
学
で
研
究
し
な

い
の
で
し
ょ
う
? 

私
は
不
思
議
で
し

ょ
う
が
な
い
の
で
す
。
神
様
と
は
こ
れ

こ
れ
こ
う
い
う
も
の
で
、
こ
う
で
あ
っ

て
、
あ
る
と
か
、
な
い
と
か
、
あ
れ
ば

あ
っ
た
で
こ
う
い
う
も
の
だ
よ
、
な
け

れ
ば
な
い
で
こ
う
い
う
根
拠
で
な
い
の

だ
よ
、
と
科
学
が
真
実
を
追
求
す
る
学

問
で
あ
る
な
ら
ば
、
神
様
も
研
究
し
て

や
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
な
ぜ

や
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
? 

「
宗
教
と
科

学
と
を
分
け
た
か
ら
で
す
」
と
。
そ
の

通
り
な
ん
で
す
よ
。
分
け
ち
ゃ
い
け
な

い
も
の
だ
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
誤
解
が
な
い
よ
う
に
お
話
し

し
て
お
き
ま
す
が
、
信
仰
だ
と
か
祈
り

と
い
う
も
の
は
、
私
は
全
く
否
定
し
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
、

人
間
の
本
心
、
心
の
奥
底
か
ら
湧
き
出

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
見
え
な
い
も

の
に
対
す
る
尊
敬
の
念
だ
と
か
、
そ
れ

は
認
め
ま
す
。

こ
こ
で
「
U
F
O
」
と
か
「
宇
宙
人
」

と
か
、
こ
れ
ら
は
科
学
的
に
検
討
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
? 

こ
れ
ら
の

話
を
す
る
と
、
一
般
で
は
「
そ
ん
な
も

の
を
信
じ
て
い
る
の
か
?
」
と
い
う
雰

囲
気
で
、
言
う
こ
と
が
は
ば
か
れ
ま
す
。

「
U
F
O
を
信
じ
て
い
る
な
ん
て
お
か

し
い
。」
な
ぜ
そ
う
い
う
ふ
う
に
皆
が
思

う
の
で
し
ょ
う
か
? 
こ
れ
が
、
最
初

に
私
が
述
べ
ま
し
た
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
な

情
報
、
す
な
わ
ち
「
T
W
L
V
H
」
が

世
の
中
に
ま
き
散
ら
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
す
よ
。
ま
き
散
ら
し
て
い
る
の
は
誰

で
し
ょ
う
? 

一
般
大
衆
の
立
場
に
立

っ
て
み
る
と
分
か
り
ま
す
が
、
新
聞
や

テ
レ
ビ
で
す
よ
。
N
H
K
と
か
朝
日
・

読
売
・
毎
日
新
聞
が
「
U
F
O
が
世
界

の
こ
っ
ち
で
現
れ
た
、
あ
っ
ち
で
現
れ

た
。
民
間
人
が
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。」
な
ど
と
い
う
報
道
は
一
度
も
し

な
い
で
し
ょ
う
。

一
般
の
大
衆
の
方
は
テ
レ
ビ
や
新
聞

が
報
道
す
れ
ば
、
信
用
す
る
の
は
、
何

故
で
し
ょ
う
? 

こ
れ
は
あ
る
意
味
で

“
洗
脳
”
な
ん
で
す
よ
。
ま
さ
か
朝
日
も

読
売
も
毎
日
も
N‌

H‌

K
も
一
緒
に
な
っ

て
、
嘘
を
つ
く
と
は
思
い
ま
せ
ん
よ
ね
、

誰
も
。
あ
る
い
は
嘘
を
つ
か
な
い
ま
で

も
、
H
（hide

）
す
な
わ
ち
隠
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
と
、
私
が
い
ろ
い
ろ

な
論
拠
を
も
っ
て
話
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
不
思
議
な
の
は
、
一
般
の
方
々

は
自
分
で
真
実
を
追
求
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
働

い
た
り
、
学
業
で
忙
し
い
の
で
無
理
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
に
頼

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
こ

う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
マ
ス
コ
ミ
だ

け
の
発
表
を
ベ
ー
ス
に
判
断
を
し
て
い
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い
の
で
し
ょ
う
か
?

私
は
い
ろ
い
ろ
資
料
や
文
献
で
調
べ

て
い
ま
す
か
ら
分
か
り
ま
す
が
、
テ
レ

ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど
に
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
で
出
て
く
る
科
学
者
だ
と

か
、
医
者
だ
と
か
は
、
か
な
り
明
ら
か

に
嘘
を
つ
い
て
い
ま
す
。
一
般
大
衆
が

得
ら
れ
る
情
報
の
多
く
は
そ
れ
し
か
な

い
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
皆
さ
ん
は

科
学
が
U
F
O
や
宇
宙
人
を
研
究
し
て

い
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
で
出
て
く
る
“
学
者
”
も

「
U
F
O
、
バ
カ
な
こ
と
を
言
っ
ち
ゃ
い

け
な
い
よ
。
あ
る
と
面
白
い
け
ど
ね
。」

な
ん
て
い
う
よ
う
な
こ
と
を
信
じ
さ
せ

る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
、
一
般
大
衆

は
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

U
F
O
が
も
し
あ
れ
ば
、
宇
宙
人
は

い
る
と
思
い
ま
す
か
? 

そ
う
で
す
よ

ね
、
い
な
け
れ
ば
U
F
O
に
乗
っ
て
い

る
の
は
誰
だ
ろ
う
? 

と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
で
は
、
U
F
O

に
乗
っ
て
い
る
宇
宙
人
は
、
地
球
人
よ

り
も
科
学
的
に
遅
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
か
? 

進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
か
? 

そ
う
で
す
よ
ね
、
ど
こ
の
星
か
知
り
ま

せ
ん
が
、
大
変
な
距
離
を
U
F
O
で
す

っ
飛
ん
で
来
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

進
ん
で
い
て
当
た
り
前
で
す
。
そ
れ
と

比
べ
ま
し
た
ら
、
月
ま
で
行
っ
た
ア
ポ

ロ
宇
宙
船
は
原
理
的
に
は
「
打
ち
上
げ

花
火
」
と
同
じ
で
あ
り
、
U
F
O
の
科

学
レ
ベ
ル
は
ず
っ
と
先
を
行
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
。

私
は
科
学
と
宗
教
を
分
け
た
こ
と
自

体
が
我
々
人
類
に
と
っ
て
不
幸
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
宗
教
が

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

神
仏
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
は
釈
迦
や
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
神

だ
と
思
い
ま
す
か
、
人
物
だ
と
思
い

ま
す
か
? 

私
は
い
ろ
い
ろ
研
究
し
て
、

釈
迦
や
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
人
物
だ

と
思
い
ま
す
。
人
物
と
い
っ
て
も
、
霊

格
は
と
て
も
高
く
て
、
宇
宙
の
真
実
を

知
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
出
来
る
だ
け
多

く
の
人
々
に
教
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で

現
れ
た
人
々
の
一
人
で
す
。
釈
迦
や
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
以
外
に
も
こ
う
い
う

役
割
の
人
物
は
、
過
去
か
ら
現
在
ま
で

沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う
す
る

と
釈
迦
や
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
宗
教

じ
ゃ
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
仏
教
は
宗
教
で
す
が
、
釈
迦

は
宗
教
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
は
宗

教
で
す
が
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
宗

教
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

聖
書
で
問
題
な
の
は
、
ず
い
ぶ
ん
改

ざ
ん
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
約
聖
書
、
新

約
聖
書
に
も
、
輪
廻
転
生
の
こ
と
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
西
暦
5
5
3
年

に
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
で
開
催
さ

れ
た
第
2
回
宗
教
会
議
に
お
い
て
、
こ

の
削
除
が
正
式
に
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
仏
教
の
経
典
は
改
ざ
ん

が
な
く
、
私
が
読
ん
だ
経
典
で
は
輪
廻

転
生
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。
だ
か

ら
釈
迦
は
死
ん
じ
ゃ
っ
た
け
れ
ど
も
、

経
典
は
認
め
て
、
こ
れ
を
科
学
的
に
追

求
す
る
こ
と
は
出
来
る
ん
で
す
よ
。
勉

強
も
で
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
新
約
聖
書
も
研
究
し

よ
う
と
思
え
ば
で
き
ま
す
。
そ
れ
を

「
い
や
い
や
こ
れ
は
宗
教
の
こ
と
だ
。」

と
い
っ
て
、
は
ず
し
て
い
る
の
が
非
常

に
疑
問
を
感
じ
ま
す
。

科
学
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
で
目

で
見
え
る
世
界
、
物
理
的
に
計
測
で
き

る
も
の
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
見
え

な
い
も
の
、
例
え
ば
、
気
や
気
功
、
霊

能
力
、
超
能
力
は
通
常
の
科
学
の
対
象

と
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
正
し

い
こ
と
な
の
か
。
一
般
の
大
学
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
の
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
非
常
に
不
思
議
な
こ
と
で
す
。

私
は
宗
教
と
科
学
を
分
け
る
こ
と
自
体

が
、
我
々
に
対
す
る
洗
脳
が
行
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私

は
「
命
の
不
思
議
探
検
」
に
色
々
な
こ

と
を
書
い
て
お
り
ま
す
が
、
一
般
の
皆

さ
ん
が
常
識
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
意

外
と
間
違
い
だ
っ
た
り
、
錯
覚
だ
っ
た

り
、
学
校
で
教
わ
っ
た
こ
と
が
間
違
い

だ
っ
た
り
、
社
会
で
教
え
る
こ
と
が
間

違
い
だ
っ
た
り
、
そ
う
い
う
こ
と
を
書

い
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
に
対
し

て
ど
う
思
い
ま
す
か
と
い
う
こ
と
で
、

著
者
と
読
者
が
一
緒
に
な
っ
て
、
不
思

議
な
こ
と
を
探
検
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
、

と
い
う
観
点
で
書
い
て
お
り
ま
す
。

神
様
と
い
う
の
は
、
大
科
学
者
が
認

め
て
お
り
ま
す
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

と
か
、
湯
川
秀
樹
博
士
、
村
上
和
雄
博

士
と
か
、
こ
の
方
達
が
書
い
て
お
ら
れ

る
日
記
・
随
筆
等
に
「
科
学
で
い
ろ
い

ろ
追
求
し
、
追
求
し
、
最
後
ま
で
追
求

し
て
い
く
と
、
こ
れ
は
偶
然
に
出
来
た

も
の
で
は
な
い
、
何
か
意
志
を
も
っ
た

存
在
が
こ
の
事
象
や
物
体
を
造
っ
た
と

し
か
思
え
な
い
、
そ
う
い
う
現
象
に
し

ば
し
ば
ぶ
ち
あ
た
り
ま
す
。」
と
書
い

て
お
ら
れ
ま
す
。
村
上
和
雄
先
生
は
す

べ
て
の
遺
伝
子
を
書
い
た
存
在
は
「
サ

ム
シ
ン
グ
・
グ
レ
ー
ト
（Som

ething 
Great

）」
と
呼
び
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

別
の
言
葉
で
言
え
ば
、
宇
宙
全
体
の
唯

一
の
創
造
主
で
あ
り
、
神
様
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。（
つ
づ
く
）
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◆
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第
三
百
六
十
九
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
光
速
超
え
」
の

謎
を
解
く
鍵
は
正
四
面
体
（
プ
ラ

ト
ン
立
体
）
構
造
を
持
つS

iO
H

（
珪
酸
＝
シ
リ
コ
ン
）
の
生
ま
れ

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
あ
っ
た（
仮
説
）

　
　
　
　
　

講
師　

い
よ
の
い
し 
氏

と
き　
　

平
成
24
年
6
月
16
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
0
年
1
月
5
日
平
攘
生
ま
れ
。

1
9
9
0
年
頃
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
視

点
で
日
本
語
の
極
意
か
ら
超
自
然
の
成

り
立
ち
を
ひ
も
と
く
。
著
書
に
「
天
孫

降
臨
マ
ナ
の
壷
」「
邪
馬
台
国
伊
予
の

愛
媛
西
条
説
」「
い
の
ち
の
こ
と
ば
」

「
日
本
の
言
葉
で
宇
宙
を
ひ
も
と
く
」

（
平
成
24
年
7
月
発
行
）
等
が
あ
る
。

「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
光
速
超
え
」
の
実

験
は
追
試
が
必
要
な
段
階
だ
が
、
仮
説

と
し
て
“
電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
”
を
虚

実
複
素
共
役
変
換
式
で
計
算
す
る
と
、

電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
70‌

%
は
虚
実
螺

旋
運
動
で
生
ま
れ
る
物
質
起
源
と
い
え

る
正
四
面
体
構
造
の
半
分
の
要
素
を
担

い
、
宇
宙
の
70‌

%
を
占
め
る
「SiO

H

」

に
凝
集
核
融
合
さ
れ
、
残
り
の
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
は
、
こ
の
「SiO

H

」
の
螺
旋
渦

（
五
次
元
）
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ
り
、

光
速
を
超
え
た
よ
う
に
見
え
る
。

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

こ
の
事
象
か
ら
、
宇
宙
に
反
物
質
が

存
在
し
な
い
理
由
が
見
え
て
く
る
。

阪
大
名
誉
教
授
工
学
博
士
高
橋
亮
人

の
著
書
「
常
温
核
融
合
2
0
0
8
」（
工

芸
社
）
に
よ
る
と
『
凝
集
核
融
合
（
常
温

核
融
合
）に
は
「
4
D
核
融
合
」（
D
＝

重
水
素
）
な
ど
「
秩
序
」
の
条
件
下
で

「
正
四
面
体
凝
縮
」
が
形
成
さ
れ
、「
量

子
ト
ン
ネ
ル
効
果
」
を
生
む
』
と
指
摘
。

「
凝
縮
核
融
合
」
と
［
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

光
速
超
え
］
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
無
関
係

の
よ
う
で
あ
る
が
根
源
で
は
一
つ
に
繋

が
っ
て
い
る
。
正
四
面
体
（SiO

H

）
の

「
量
子
ト
ン
ネ
ル
効
果
」
に
よ
り
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
の
光
速
超
え
は
説
明
が
つ
く

と
同
時
に
現
代
物
理
学
の
あ
ら
ゆ
る
未

決
の
問
題
を
解
決
す
る
「
超
統
合
論
」

の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
又
正
四
面

体
の
虚
実
連
続
回
転
で
正
二
十
面
体
の

生
ま
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
発
見
。

　
　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
光
速
超
え
は
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
相
対
性
理
論
と
矛
盾

な
く
、
虚
数
を
使
え
ば
、
理
論
上
可
能

で
あ
る
と
い
う
前
提
で
話
し
ま
す
。

宇
宙
と
言
葉
の
結
び
つ
き
が
あ
り
、

真
善
美
、
は
五
角
形
、
六
角
形
と
関
係

し
て
い
る
。
五
角
形
、
六
角
形
は
常
温

核
融
合
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
。

光
速
超
え
も
こ
の
常
温
核
融
合
か
ら

生
ま
れ
る
五
角
形
、
六
角
形
と
関
係
し

て
い
る
。
よ
っ
て
常
温
核
融
合
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
き
明
か
す
と
超
光
速
の
謎

が
見
え
て
く
る
。

以
下
そ
の
論
証
の
参
考
に
な
る
著
書

を
示
す
。

1�

．
小
柴
昌
俊
「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
天
体

物
理
学
入
門
」

2�

．
高
橋
亮
人
「
常
温
核
融
合
2

 
0
 0 

8
」

3�

．
リ
サ
・
ラ
ン
ド
ー
ル
「
異
次
元
は

存
在
す
る
」

4�

．
中
島
俊
樹
「
水
と
珪
素
の
集
団
リ

ズ
ム
力
」

佐
藤
勝
彦
自
然
科
学
機
構
長
に
よ
れ

ば
四
次
元
、
五
次
元
を
仮
定
す
れ
ば
光

速
超
え
も
可
と
し
て
い
る
の
で
常
温
核

融
合
に
よ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
か
ら

珪
素
の
膜
が
生
ま
れ
、
こ
の
膜
が
五
次

元
膜
の
ね
じ
れ
た
通
路
を
つ
く
り
そ
こ

を
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
通
過
す
れ
ば
、
み

か
け
上
超
光
速
は
可
能
で
あ
る
と
説
明

が
つ
く
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
は
電
子
ニ
ュ
ー
ト

リ
ノ
、
ミ
ュ
ー
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
、
タ
ウ

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
あ
る
。

電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
か
ら
水
素
原
子

や
ヘ
リ
ウ
ム
原
子
が
発
生
す
る
。

こ
れ
ら
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
は
太
陽
の
核

爆
発
や
超
新
星
爆
発
の
時
に
発
生
す
る
。

そ
の
高
温
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
宇
宙
の

冷
却
状
態
に
な
る
と
常
温
（
低
温
）
凝

集
し
て
物
質
誕
生
の
正
四
面
体
と
な
る
。

● ❽●



五
角
形
は
連
続
性
が
な
い
、
対
称
性

が
破
れ
て
い
る
。
五
角
形
が
物
質
の
始

ま
り
で
あ
る
。
物
質
は
対
称
性
の
あ
る

も
の
と
破
れ
た
も
の
か
ら
な
る
。

正
四
面
体
螺
旋
二
十
面
体
回
転
。
電

子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
は
計
算
よ
り
も
70
%

少
な
い
。
残
り
の
30
%
が
タ
ウ
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
、
ミ
ュ
ー
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
、

70
%
が
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て

対
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
地
球
に
届

い
て
い
る
。

グ
ラ
ビ
ト
ン
（
重
力
子
）
は
電
子
ニ

ュ
ー
ト
リ
ノ
の
物
質
化
し
た
「
電
子
珪

素
＝
（
超
伝
導
体
）」
で
あ
る
。
こ
の
超

伝
導
体
の
通
路
を
通
れ
ば
見
か
け
上
光

速
よ
り
速
い
と
考
え
ら
れ
る
。
発
表
後

初
期
実
験
で
は
3
年
間
で
3
万
回
行
っ

て
す
べ
て
光
速
を
超
え
て
い
る
。

低
温
核
融
合
に
は
重
水
を
使
用
す
る
。

水
と
珪
素
に
よ
り
生
命
が
発
生
し
、

集
団
の
秩
序
が
生
ま
れ
る
。

プ
ラ
ト
ン
の
立
体
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

最
小
に
な
る
（
図
1
）。

虚
実
螺
旋
回
転
に
よ
り
生
ま
れ
る
。

ス
ー
パ
ー
ウ
エ
ー
ブ
で
あ
る
。
常
温
核

融
合
実
験
で
ス
ト
ロ
ン
チ
ュ
ー
ム
か
ら

モ
リ
ブ
デ
ン
、
珪
素
、
硫
黄
、
カ
ル
シ

ュ
ー
ム
等
多
種
の
元
素
が
発
生
す
る
。

こ
れ
は
核
融
合
で
発
生
す
る
。

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

低
温
超
伝
導
体
が
あ
れ
ば
、
荷
電
中

性
（
子
）
の
中
心
力
に
よ
り
凝
集
す
る

螺
旋
運
動
が
起
き
る
。

リ
サ
ラ
ン
ド
ー
ル
も
い
う
よ
う
に
見

え
な
い
世
界
が
見
え
る
世
界
を
作
っ
て

い
る
。

高
温
核
分
裂
に
よ
っ
て
電
子
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
が
発
生
、
そ
の
形
は
質
量
を
持

つ
高
温
対
称
性
の
粒
子
と
な
り
、
い
わ

ゆ
る
こ
れ
が
神
の
粒
子
と
言
わ
れ
る「
ヒ

ッ
グ
ス
粒
子
」
で
あ
る
。

そ
の
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
が
低
温
核
融
合

に
よ
り
、
高
温
と
低
温
の
温
度
差
で
台

風
の
よ
う
に
螺
旋
回
転
が
発
生
し
、
正

四
面
体
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
時
対
称
性

が
破
れ
物
質
の
誕
生
と
な
る
。

五
次
元
と
は
縦
、
横
、
高
さ
、
時
間
、

螺
旋
回
転
で
螺
旋
回
転
面
が
ず
れ
て
い

る
。エ

ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
い
と
こ
ろ
と
小

さ
い
と
こ
ろ
で
同
じ
こ
と
（
核
融
合
）

が
起
き
る
。

虚
実
の
タ
ー
ニ
ン
グ　
　

虚
実
一
体
で
物
質
が
出
来
て
い
る
。

ビ
ッ
グ
バ
ン
に
よ
り
対
発
生
と
対
消

滅
の
現
象
が
発
生
す
る
が
、
冷
え
る
こ

と
で
消
滅
が
少
な
く
な
り
、
物
質
が
生

ま
れ
る
。

水
分
子
が
4
個
集
ま
っ
て
正
四
面
体

と
な
る
。

高
温
時
は
対
称
性
が
あ
る
が
、
急
速

冷
却
に
よ
り
物
質
化
し
対
称
性
が
破
れ

る
。

右
:�

メ
タ
ト
ロ
ン
立
方
体
の
中
の
五
角

正
十
二
面
体

左
:

メ
タ
ト
ロ
ン
立
方
体

宇
宙
は
長
方
形
を
し
て
い
る
。

ク
ラ
ス
タ
ー
化
に
は
五
角
形
原
理
が

●❾ ●

（A）正四面体

（B）正六面体

（C）正八面体

（D）正十二面体

（E）正二十面体



入
っ
て
お
り
、
外
は
五
角
形
で
中
は
六

角
形
で
あ
り
、
こ
れ
は
物
質
の
中
に
精

神
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

意
識
も
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
も
同
じ
。
ト

ン
ネ
ル
を
通
れ
ば
ワ
ー
プ
で
き
る
。

精
神
だ
け
で
は
成
り
立
た
な
い
。
こ

の
世
が
無
け
れ
ば
あ
の
世
は
な
い
。

東
北
大
学　

多
元
物
質
科
学
研
究
所

の
蔡
安
邦
教
授
は
、
高
温
液
体
合
金
を

急
速
冷
却
す
る
こ
と
で
、
第
三
の
固
体

準
結
晶
（
半
結
晶
）
を
人
工
的
に
加
工

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

そ
の
形
は
五
角
形
を
し
て
い
る
。

そ
の
実
験
に
よ
り
最
初
に
自
然
物
か

ら
発
見
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
化
学
者
ダ

ニ
エ
ル
・
シ
ェ
ヒ
ト
マ
ン
博
士
は
2‌

0 

1‌

1
年
発
見
か
ら
、
27
年
経
過
し
て
か

ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
。

注
1
「
メ
タ
ト
ロ
ン
」（
図
2
）
と
は
―

　
　

�

ユ
ダ
ヤ
教
の
天
使
の
一
人
で
「
神

の
代
理
人
」
の
意
で
、
そ
の
他
宗

教
的
な
多
く
の
意
味
を
持
つ
。

［
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
］

注
2
「
メ
タ
ト
ロ
ン
立
方
体
」（
図
2
）

と
は
―

　
　

�

プ
ラ
ト
ン
の
五
つ
の
立
方
体（
正

四
面
体
、
正
六
面
体
、
正
十
二
面

体
、
正
二
十
面
体
）（
図
1
）
を

「
神
聖
幾
何
」
と
い
い
神
聖
幾
何
の

女
性
原
理（
円
）
男
性
原
理（
線
）

を
イ
メ
ー
ジ
合
体
さ
せ
た
幾
何
を

い
う
。
こ
の
プ
ラ
ト
ン
立
体
は
宇

宙
の
構
成
パ
タ
ー
ン
の
基
本
原
理

に
な
っ
て
い
る
。

　
　
［
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
］

　
　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

五
角
形
と
六
角
形
は
物
質
の
発
生
と

関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
が
五
角
形
と
六
角
形
が
い
ろ
ん

な
シ
ン
ボ
ル
に
使
用
さ
れ
て
い
る
理
由

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
よ
り
深
い
研
究
を
進

め
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
、
非

会
員
17
名
、
合
計
29
名
で
し
た
。
今

回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

で
す
。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2‌
2
・

6
4
2
5
）
ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
七
十
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

誰
で
も
が
幸
せ
に
な
る
プ
ラ
チ

ナ
の
風
が
吹
く

　
　
　
　
　

講
師　

重
川 

風
天 

氏

と
き　
　

平
成
24
年
7
月
21
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

重
川
氏
は
昭
和
19
年
生
ま
れ
、
新
潟

出
身
。
真
冬
の
滝
業
や
断
食
を
体
験
。

イ
ン
ド
釈
迦
の
聖
地
を
巡
礼
す
る
。
仏

教
や
キ
リ
ス
ト
教
生
長
の
家
神
道
な
ど

数
多
く
の
宗
教
遍
歴
を
経
て
、
苦
行
や

宗
教
は
不
要
と
実
感
す
る
。

知
花
敏
彦
師
の
伝
え
る
真
理
を
よ
り

深
く
理
解
す
る
た
め
毎
日
の
瞑
想
を
行

っ
て
い
る
。

現
在
は
風
大
和
研
究
所
の
顧
問
と
し

て
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

又
、
全
国
各
地
を
ま
わ
り
な
が
ら
、

健
康
に
な
る
方
法
や
幸
せ
と
は
何
か
、

宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何
か
、
真
の
脳

開
発
な
ど
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

天
は
人
の
上
に
人
を
つ
く
ら
ず
人
の

下
に
人
を
つ
く
ら
ず
、
全
て
の
人
が
平

等
で
自
由
で
あ
る
。
釈
迦
は
、
極
楽（
幸

せ
）
は
、
は
じ
め
か
ら
あ
な
た
の
心
の

中
に
あ
る
。
イ
エ
ス
は
、
天
国
（
幸
せ
）

は
あ
な
た
の
手
よ
り
足
よ
り
近
し
。

誰
で
も
が
初
め
か
ら
幸
せ
に
な
れ
る

の
で
す
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
具
体
的

な
プ
ロ
セ
ス
を
プ
ラ
チ
ナ
の
風
と
名
づ

け
ま
し
た
。

自
分
と
は
何
か
、
人
間
と
は
何
か
、

意
識
と
は
何
か
、
哲
学
や
宗
教
論
や
精

神
論
で
は
な
く
、
誰
で
も
が
同
じ
よ
う

に
理
解
で
き
る
内
容
を
お
話
し
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
や
子
供
で
も
理
解
で
き
る
、

色
即
是
空
、
空
即
是
色
、
色
心
不
二
。

色
心
不
二
が
理
解
で
き
る
と
ハ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
胸
）
が
あ
つ
く
な
っ
て
体
中

が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
た
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

ヒ
マ
ラ
ヤ
で
修
行
し
た
二
人
の
日
本

人
が
い
る
。
中
村
天
風
師
と
知
花
利
彦

師
で
あ
る
。
そ
の
二
人
に
重
川
氏
は
強

く
影
響
を
受
け
て
い
る
。

中
村
天
風
師
の
天
風
を
風
天
と
し
て

自
分
の
名
に
頂
い
た
。

　

も
う
ひ
と
り
の
知
花
利
彦
師
の
話
が

● �●



今
日
の
メ
イ
ン
で
あ
る
。

知
花
師
は
今
は
宇
宙
科
学
系
の
時
代

で
あ
る
と
い
う
。

宇
宙
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
仮
想
宇
宙
で
星
、
太
陽
、
地

球
、
銀
河
系
の
現
れ
た
宇
宙
で
あ
る
。

も
う
一
つ
が
実
相
宇
宙
で
あ
る
。

霊
体　
　

実
相
、
原
因

幽
体　
　

経
絡
、
現
れ
を
写
す

肉
体　
　

人
間
の
形
を
と
る

す
な
わ
ち
現
れ
て
い
る
空
の
世
界
と
、

実
相
世
界
で
あ
る
。

今
日
は
全
知
全
能
の
脳
の
能
力
と
自

分
で
実
感
し
て
体
感
し
た
こ
と
を
話
す
。

10
年
前
は
神
と
い
う
言
葉
は
使
え
な

か
っ
た
。

私
達
は
転
生
を
繰
り
返
し
て
自
分
自

身
が
本
来
神
だ
と
悟
る
の
が
生
き
て
い

る
目
的
で
あ
る
。

動
物
の
中
で
人
間
だ
け
が
神
を
認
め

る
能
力
を
持
っ
て
い
る
。

宇
宙
で
あ
り
、
神
で
あ
り
、
愛
で
あ

り
、
空
で
あ
る
、
自
分
の
力
を
発
揮
で

き
る
。

直
感
は
上
か
ら
来
る
も
の
で
は
な
く

自
分
の
中
か
ら
出
る
も
の
。

眠
っ
て
い
る
時
右
に
入
っ
た
情
報
が

左
へ
入
り
、
答
え
を
出
し
て
く
れ
る
。

こ
の
た
め
に
は
問
題
意
識
を
持
つ
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
を
文
章
に
す
る
。
そ

れ
も
箇
条
書
き
に
す
る
。
こ
れ
を
繰
り

返
し
て
い
る
と
分
り
や
す
い
答
え
が
出

て
く
る
。
そ
れ
が
神
が
人
に
与
え
た
も

の
で
あ
る
。

（
デ
ジ
タ
ル
4
）

力
と
は
能
動
原
理
と
受
動
原
理
の
合

わ
さ
っ
た
も
の
。

　

陰　
　

陽

　

水　
　

火

　

受　
　

動

　

母　
　

父

　

い
ざ
な
み　

い
ざ
な
ぎ

　

神　
　

中
庸　
　

仏

宇
宙
は
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
も
の
が

合
わ
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

中
性
子
、
陽
子
、
電
子
は
愛
で
あ
り

人
間
の
心
と
繋
が
る
。

宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
含
め
て
す
べ
て

愛
で
あ
る
。

愛
が
な
け
れ
ば
す
べ
て
の
も
の
は
存

在
し
な
い
。

も
と
も
と
は
絶
対
の
ひ
と
つ
の
も
の

が
あ
り
、
そ
れ
が
二
つ
に
分
れ
た
。

存
在
す
る
の
は
中
性
子
、
陽
子
、
電

子
が
働
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

山
で
鳥
と
か
獣
が
、
死
ん
だ
あ
と
消

え
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
用
が
無
く

な
っ
た
か
ら
消
え
る
。

電
子
は
楕
円
軌
道
を
と
る
。
円
軌
道

で
は
振
動
が
起
き
な
い
。

「
観
る
」
と
は
イ
メ
ー
ジ
で
み
る
こ

と
で
あ
る
。

意
識
エ
ネ
ル
ギ
ー

神
は
愛
、
意
思
で
あ
る
。　

「
意
」
と
い
う
字
は
、「
心
」
の
上
に

「
日
」
が
「
立
」
つ
と
書
く
。

意
識
に
は
意
識
す
る
も
の
と
意
識
さ

れ
る
も
の
が
あ
る
。

真
理
は
一
つ
で
あ
る
。
私
も
真
理
を

探
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

す
べ
て
の
真
理
は
ひ
と
つ
で
あ
り
、

神
は
愛
で
あ
る

「
正
」
と
い
う
字
は
「
一
」
つ
が
「
止
」

ま
る
と
書
く
。

神
は
何
故
人
間
を
創
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
神
は
す
べ
て
で
あ
る
が
な
に

も
し
な
い
、
こ
れ
は
な
に
も
な
い
の
と

同
じ
。

神
は
自
分
の
愛
、
真
理
を
表
現
す
る

た
め
に
あ
る
。

神
は
何
故
表
現
す
る
の
か
、
そ
れ
は

力
で
あ
る
か
ら
。

神
は
無
限
の
力
が
あ
る
が
使
わ
な
け

れ
ば
無
い
の
と
同
じ
。

お
金
と
同
じ
よ
う
に
使
う
こ
と
で
価

値
が
出
て
く
る
。

神
は
永
遠
に
働
き
続
け
る
。

今
の
神
の
体
験
は
、
地
球
の
汚
れ
を

正
す
こ
と
、
邪
気
を
消
す
こ
と
が
一
番

で
あ
る
。

ホ
オ
ポ
ノ
ポ
ノ
に
「
許
し
て
下
さ
い
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
は
自
分
を

下
げ
る
こ
と
に
な
る
。

本
来
自
分
は
神
で
あ
る
。
そ
の
神
が

自
分
を
許
す
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
自
我
を
真
我
が
許
す
。

す
べ
て
の
人
が
自
分
は
神
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
。

許
す
と
い
う
こ
と
は
神
の
立
場
で
神

の
言
葉
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
「
こ
と
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だ
ま
・
言
霊
」
は
な
い
。

瞑
想
と
は

見
え
な
い
も
の
を
観
る　

意
識
で
観

る　

心
で
観
る

「
心
眼
」
で
み
え
る
の
は
「
天
国
」
で

波
動
が
高
い
。

「
肉
眼
」
で
み
え
る
の
は
「
地
獄
」
で

波
動
が
低
い
。

「
内
観
」
で
は
愛
を
見
る
。
波
動
が

高
く
力
が
あ
る
。

無
に
な
る
と
は
意
味
が
な
い
こ
と
。

こ
れ
に
対
し
無
限
と
は
制
限
が
な
い

こ
と
を
い
う
。

イ
エ
ス
、
仏
陀
等
の
聖
典
は
夫
々
の

時
代
の
産
物
で
、
そ
の
時
代
の
た
と
え

話
で
説
明
さ
れ
て
お
り
、
今
の
時
代
は

理
解
し
難
い
。

こ
れ
に
対
し
て
知
花
師
は
現
代
の
言

葉
で
説
明
し
て
お
り
分
り
や
す
い
宝
物

で
あ
り
、
誰
で
も
分
か
る
。

現
代
の
物
質
世
界
は
行
き
詰
ま
り
つ

つ
あ
る
。
そ
の
中
で
日
本
人
は
目
覚
め

て
き
て
い
る
。

内
観
を
行
う
こ
と
で
自
分
の
中
に
減

ら
な
い
電
池
が
で
き
る
。

愛
を
観
る
。
何
を
見
て
も
愛
、
空
、

中
庸
で
あ
る
。

風
に
よ
り
木
が
揺
れ
る
。
こ
れ
は
木

が
風
を
避
け
て
動
い
て
い
る
と
見
る
こ

と
も
で
き
る
。

働
き
を
見
る
こ
と
で
色
心
不
二
の
世

界
が
み
え
て
く
る
。

　
　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

自
分
の
中
に
宇
宙
に
繋
が
る
最
高
の

神
が
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
近
づ
く
こ
と

が
人
生
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
分
り
や

す
く
示
さ
れ
た
。
一
歩
で
も
そ
こ
へ
近

づ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非

会
員
9
名
、
合
計
20
名
で
し
た
。
今

回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

で
す
。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2‌

2
・

6
4
2
5
）
ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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《本部月例会・全国大会講演録の販売》

　本部月例会・全国大会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子 wma）なので、

聞くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

　以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間

は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の

スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取

れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

　講演録の代金は1回分2000円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」

で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・

パソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文は郵便局にある「郵便振替用紙」の通信欄にご希望の講演録の『年／月　講師名』と

金額（1回分2000円）を記入し、郵便振替口座　00100 -2 -15344　加入者名　日本サイ科学会

にお振込願います。

　あるいは、メールで先に事務局　office21@psij.mail-box.ne.jp　に注文されても結構です。



●� ●

2009/ 2/14	 天野聖子氏「大いなる自己と対話する自問自答の重要性と地球の現状」
2009/ 4/18	 小牧昭一郎氏「人間の体の周辺に観察される磁気」
2009/ 5/ 9	 膳　敬子氏「若返るって本当?」チベット体操を体験、感じるワーク
2009/ 6/ 7	 山本　輝氏「言霊の幸はう日本国の復活」
2009/ 7/11	 高月美樹氏「太陰太陽暦の活用法」
2009/ 9/12	 高峯秀樹氏「未来を探る手相の神秘と科学」
2009/10/11	 第20回全国大会　シンポジウムテーマ「ヒーリング」
2009/11/14	� 山口敏太郎氏「真実とフェイク」環境汚染とDNA操作による未確認生物（UMA）

の誕生について
2010/ 1/16	 前田知則氏「21世紀への適応プログラムとしての心のデトックス」
2010/ 2/20	 須田泰心氏「超能力者の構造」
2010/ 4/10	 根本泰行氏「映画『ウオーター』にみる水の真実」
2010/ 5/ 8	 堤　裕司氏「レイラインと富士塚信仰」
2010/ 6/20	� 久保田昌治氏「�水とは・・・水は生体内では勿論のこと自然界でも今我々が考えて

いるよりはるかに重要な働きをしている。」
2010/ 7/10	 木下次男氏「福島県飯野町『千貫森謎空間』補足：UFO学について」
2010/ 9/11	 感じられる“サイ”－3種類のサイデバイス・ソフト体験会－
2010/10/10	 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14	 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12	 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8	 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12	 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14	 赤松　瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12	 井出　治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18	 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか？」
2011/ 9/10	 鈴木俊輔氏「3・11　新文明の幕開け　～日本人の使命～」
2011/10/ 9	 創立35周年記念大会　シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12	 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10	 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14	 ミッツィ 植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11	 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14	 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
	 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12	 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10	 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14	 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8	 ホンマシュウジ氏「�未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14	 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」



微細身粒子というのは、さらに微細な粒子
で、欧米の神智学でいうオーラのことで、未
知現象発生時に、チャクラ（生命エネルギー・
センター）やツボから放出されると判断されて
いる。

図1をみる。（三）の見える世界と（四）の見
えない世界の両方に跨って零場がある。未知
現象は零場のうえの零点で出現している。検
討によると、図1の（二）ならびに（四）の心と
物の深いところでは、物と心の区別がつかな
い程に類似しており、相互に作用しあい、交
流しあっている事が判ってきました。心は物で
あり、物は心である。したがって、心で念じる
ことは、零場の上に、マクロな現象（未知現象）
として発生してきます。最近になると、零場付
近における現象の応用として、半導体が発明
されました。例えば、ダイオードです。素粒
子のはたらきが原因となって、半導体を介し
てマクロな現象があらわれてくる。

このダイオードの応用として、様々な情報
機器が発明・開発された。携帯やパソコン、
衛星通信、TVなどに応用されており、我々の
生活を飛躍的に便利にさせている。このよう
な研究をさらに深化させて意識、無意識の世
界にまで拡張することができれば、どれほど
か、我々の生活を便利にしてくれる事か、そ
ら恐ろしい感じがします。私達のサイ科学の
研究範囲は（四）、（二）､（一）になるだろう、
と思います。なお、サイ（気）が原因の未知現
象（奇跡）は零点で発生しています。

3．測定が難しい分野
現代科学は再現性と因果律をもとにしてい

るが、その基礎は測定にあります。測定はで
きないが、社会生活には極めて重要であり、
また欠かせないものとして、形而上学がありま
す。これは精神や魂に関係した分野で、図1の

（一）､（二）で示したように。人々の感情や無
意識をあつかっており、科学の介入を許さな
い未開拓の分野であります。たとえば、

1）思考：意識（心）、魂、判断、
2）情緒（無意識と性）：好き、嫌い

3）道徳：善悪、判断、思いやり、信仰心（宗教）
4）その他：美術、芸術、音楽、などがある。

未知現象の原因は「見えない世界」に潜在し
ており、計測は素粒子が対象になります。こ
の理由として、未知現象の結果が示すサイ

（気）の性質と素粒子の性質は、きわめて類似
点が多いと言うことにある。つまりサイ（気）
は素粒子であるといえます。上で述べたが、
素粒子は非局所性があり、あいまいで、状態
が決まらない。また虚数（イマジナリ）を含ん
でいる等。

一方、サイ（気）の測定についての注意事項
として、実験者効果ということ、つまり測定者
と測定される対象物のあいだが繋がっている、
または、量子絡み合い（QE）が形成されている
事が要求されています。形成された場合に大
きな結果が得られ、形成されない場合は小さ
い、ということに注意すべきでありましょう。

つまり、意識と測定対象物が｢繋がる」か「繋
がらない」かが問われることになる（QEは後
述）。未知現象は、実験値として確かに存在す
るが、測定には更らなる工夫が必要である。
現在のところ、サイ（気）の本質や性質は不明
なので、直接測定はきわめて難しい。そこで現
在は仲介物をおいて、その仲介物の変化を介
して、サイ（気）を測定することになる。仲介
物として何を用いるか、我々は、分杭峠では

「水」、透視・念写では光子・電子を用いた。
さらに我々は生命体、例えば卵、植物、魚､
水など（中国との共同研究）、ISLISの山本幹男
らのグループは人体（生命機能）を用いた。

世界には聖地とよばれるパワースポットは
極めて多い。たとえばエジブト、ストーンヘン
ジ、ウエストミンスター、ルルドの水、エルサ
レム、日本国内の神社、仏閣、その他、様々
であるが、聖地の科学的な測定結果は殆どな
いという事ができます。さらには、別の測定不
可能な対象としては、「生命」があります。生
命はこれらとは別に、自ら生きるという志向性
をもち､ ネガエントロピー（秩序化を進める性
質）という、物とは別の性質をもっています。

● �●



図1の（二）を見てください。意識をささえる
下部構造として無意識があります。無意識は
フロイトによって発見されたもので、意識の母
体であります。意識的と思われる多くの現象
も、実は無意識の作用によって行われる場合
が多い、といわれております。無意識のさらに
下には、ユングによって発見された集合的無
意識と元型（アーキタイプ）があります。

図1において、実線で示した壁、意識と無意
識をわける壁の上には、零場があります。零
場とは、神社や仏閣や分杭峠などのパワース
ポット（聖地）のことで、ここでは、様々な未
知現象、または奇跡が起こります。特徴として、
意識と無意識にまたがって存在しているので、
両方の現象がおきる事を意味しております。

図1の（三）は、マクロとしての物質や情報の
世界であり、ここでは、再現性や因果律が成
立しております。17世紀になると、デカルトに
よって二元論が提出されました。いままでは精
神と物質をあわせて総合的に考えていたもの
を、意識と物質を切り離して、別々に考えるこ
とにした。二元論が提出された後は、その結
果として、物質文明は空前の発展をとげること
になりました。現在の日本では、欲を言わなけ
れば、衣食住と情報において、ほぼ満足でき
る状態にまで成長したといえます。しかし、医
学が進歩した日本においても、皮肉なことに、

病人は減らずむしろ増加しており、医療費は
国の年間予算の30%を超えています。さらに
心身症が増加しており、自殺者が年間3万人を
超え、これが13年以上も続き、しかも働き盛
りの壮年者が多い。また現在はパワースポット
で多くの人達が癒しを求めて神社、仏閣、分
杭峠等に集まってきている。これらは、ことに
よると、物の進歩に対して心の進歩が殆どな
く、心身のアンバランスが生じ、これが原因の
一つになっているのかもしれない、と思う。

図1の（三）は原子や固体などで、見たり、
聞いたりすることの出来るマクロの世界であり
ます。原子や分子、固体等を対象にした現代
科学を支えているのは、古典力学といわれる
物理学や電磁気学ならびに情報科学等である。

図1の（四）の原子の構成要素としての素粒
子（電子、陽子、中性子）の世界は、ミクロと
いわれる見えない世界であります。マクロの
世界は我々の生活空間なのでわかるが、ミク
ロの世界は理解ができない別の世界でありま
す。素粒子には非局所性があり、存在があい
まいである。つまり目に見えないほど細かな軽
いほこりを、部屋の中の空間にいっぱいにまき
散らしたような状態で、ふわふわと、浮いて
存在している。未知現象の原因としてのサイ

（気）も素粒子とほぼ同じような状態で存在し
ている。
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図 1　サイ科学の研究範囲



1．はしがき
私達は、いろいろな希望や悩みを持ちなが

ら、毎日の生活を繰り返しております。欲望に
はきりがありませんが、少なくとも、これだけ
は叶えさせて貰いたい、という「願い事」の一
つや二つは、必ず持ちあわせております。季
節のかわり目に伴う生活の節目には、神社や
仏閣などの聖地にお参りして、両手を合わせ
て、お祈りをするのですが、単なる気休めで
はなく、確かに願いが叶った、と確信の得ら
れる場合があります。

私達の身のまわりにおきる出来事をみます
と、ふつうは、良い事柄が50%、悪い事柄が
50%程度でしょう。しかし、筆者らの方法を応
用してこれを60%と40%、70%と30%という
ように、良い事柄が多い方向に変えることが
できたら、どんなにか素晴らしいことか。そこ
で、今回は「是非とも」という切実な願いを叶
える方法の基礎について、検討することにし
ます。

2．未検討の研究分野
私達の毎日の生活を、四種類の世界に分け

て示したのが図1です。左上の（一）は精神ま
たは心の世界であり、心とは、意識と無意識
の両方を含めたものをいいます。また、意識と
は常識のことで、人間としての知性や理性を
いいます。

いま科学技術の最先端、最盛期にあるのは、
アメリカとヨーロッパであると思います。そこ
に生活している多くの人達は宗教としてキリス
ト教の信仰をもっており、クリスチャンです。
キリスト教は三位一体の神、つまり、父（神）
と子（キリスト）と精霊というように、人の心は
神によって造られているので、また人間として
の尊厳でもあるので、科学は犯してはならな
い。つまり科学的な方法で心を分析し、解析
してはならない。心の科学分析はタブーであっ
たという歴史を持っております。

科学的な分析とは何か? というと、再現性
と因果律が成り立つということ。その方法をつ
かえば、だれでも、何時やっても、何回やっ
ても同じ結果が得られる、という事を意味して
おります。このタブーがあった為ですか、心の
世界は、今から5年、10年、50年～100年もの
永い間、科学的な解明や解析が行われていな
かった。つまり心の世界は、進歩がほとんど
無い状態で過ぎてきた、と言えると思います。

しかし、今になると、人工知能やロボットの
開発・発達の面から、精神の科学的な研究・
開発が行われるようになってきました。図1に
おいて、意識と無意識のあいだには、直線で
示した壁があります。知性や理性を薄めて無
意識に近づけ、意識を変容（変性）させたもの
を変性意識状態（ASC）といいます。なお壁を、
一般には、抗暗示性障壁とよんでおります。

願いを叶える為の科学（1）願いを叶える為の科学（1）
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